
National Maritime Research Institute

NII-Electronic Library Service

National 　 Maritime 　 Researoh 　 工nstitute

海 上 技術安全研究所 報告　第 10巻　第 1 号 （平 成 22 年 度 ）所 外 発 表 論 文 等概 要　 97

　　　　 Drag　Reduction　Chara　tteristics

　　　　　　　 of　Polymer　Solutions

　 安藤裕友、高橋千織、瀬尾美智子、本澤政明、

　　　　　　　　川 口靖夫、千 田哲也

　　　　　　　　　 平成21年9A

Proceedings　of 　Int  ahonal 　SynrP（）sium σn　Ship　Design＆　C

　 　 　 　 　 　 　 　 　 onstrucdon 　 2009

　海水 と塗装表面の 問で 生 じ る摩擦抵抗を面咸する こ とは、

船舶 の 推進抵 抗を低減 し、省エ ネル ギーを達成する有力な手

段である。こ の 研 究は、船体表 面か らポ リマ
ーを溶出させ る

こ とで 摩擦抵抗を低減す る塗 料 を開発 して い る。 本論文 で は、

抵抗低減効果 の 要因と して ポ リマ
ー

の 分子 量 との 関係 を検

証 した。下図に示すよ うに抵抗低減抵抗効果 と実測し た分子

量 には、強い 相 関関係 がある こ とを確認 した。
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洋上風力発電浮体の リス クベ ース 安全性評価

　 藤久保昌彦 （大阪大学）、 中條俊樹、

　　　　　 飯島一
博 （大阪大学）

　　　　　　　 平成21年 8月

平成21年度　海洋 工 学 シ ン ポ ジ ウム 講演会講演集

浮1継 をは じめ とする大講 海上浮1驪 計・翻 にお

い て は、リス クベ y ス 安全塩 平価 こよる事前の安全対購 が 不

可欠で ある との認識の 下、既楙縋 物の リス クベ r ス 安全性評価の

輛 研 究ならOV・q 浮体式空港と洋上風力発電施設を対象とするリ

ス クベ ース 安全姓評価を実施した。

轍 で怯 洋上風 力発電浮体を対象と して、発 繍 こ伴

うコ ス トリス クを言臘 とする リス クベ 宀 ス 安金1生評価を行っ

たこ とを報告する。
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図 抵抗低減  ．R．）と分子量（Mw ）の閧係

排気希釈シ ス テ ム 内の サ ル フ ェ
ー

ト損失の 定量評価

　 大橋厚人、井亀優、石村惠以子、西尾澄人、

　　　　　　　　高木 正英、徐芝徳

　　　　　　　　　 平成22年5月

　　 日本マ リン エ ン ジニ ア リン グ学会誌第45巻第3号

　デ ィ
ーゼル 機関の 排気 中に 含まれ る粒子 状物質の 計測法

の
一

つ と して πSB8008 が定め られ て い る。こ の規格は、
“
燃

料 中の 硫黄含有率が0．8 ％ 以下 まで 有効で あ る
”

こ とが確 認

され て い るが、それ を超 え る燃料油を使用す る こ とが 多い 舶

用ディ
ーゼル 機 関では、その 適用 に当た っ て妥当性の 検証が

必 要であ る。

　燃料 中の 硫 黄分 は、燃 焼に よ り主 に SO2とサ ル フ ェ
ート

（硫酸監，硫酸 ，
S（）］）に酸化 され る。 高温で 気 体で あるSO3

も、排気の 温度低下 と共に凝縮 して結 露硫 酸 とな り、冷 えた

壁 面や既 存の PM に有核 凝 縮す るた め、排 気希釈 シ ス テ ム 内

で 沈着する 可能Fkがあ り、フ ィル タ捕集時まで の 損 失が懸 念

される。

　そ こ で、実験用デ ィ
ーゼル 機関 にお い て燃 料 に硫 黄添 加剤

を加 えた実験を行い 、PM 計測に併せ て、排気中の サル フ ェ

ートとSO2を分けて 捕集 した。その 上 で、排気希釈 シス テム

内 で の サル フ ェ
ート損失の 比 率変化 か ら、高硫黄燃斟 油 を使

用 す る舶 用 デ ィ
ーゼ ル 機関に排気希釈 シ ス テ ム を適用 した

際 の 妥当性 と、PM 計測結果の 正 確さを検証 し、報告 す る。
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図　風車 タワ
ー基部に働 く曲げモ

ーメ ン トの例
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HydrOdynarnic　Derivatives　and 　Motion 　Response

　　　　 of　a　Submersible　Sur血 ce 　Ship

　　 　 　　 　 　   unbounded 　 water

　　 　 　　 　 　　 Michio　UENO

　　　　　　　　　平成22年5月　　 ，

　　　　　　 00aan　Engineering，　Vol．37

　主翼 と水平尾翼 を備 える こ とに よ っ て荒天 海域 を予 備浮

力を持っ て潜水避航可能な新 しい 船舶 ：可潜船舶 の提案が な

され てい る。本研究は こ の 可潜船舶の 潜 水 中の6 自由度の 運

動の 定式 化 と これ に 対応 した 流 体力微係 数の 推定 手法 を示

す と と もに、6自由度運動 の 計算例 を示 した もの で ある。本

研 究の 定式化 に よ っ て、可潜船舶と航空機 の 類似点 と相違点

等を明 らか に する と と もに、こ れ らが 実際の 運動 に どの よ う

に現れ るかを昇降舵 と補助舵、方向舵などの 変化 に対 す る運

動の 計算例に よっ て 示 した。
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尾 翼 角 を正 弦 的 に作動 させ た際の 速度変化
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